
【計画期間】令和9～13年度（5年間）
【面 積】17.38㎢
【人 口】約5.1万人
【関連計画等】日本遺産「政宗が育んだ

“伊達”な文化」（H28年度）

指定等文化財件数一覧

指定等文化財は２９件、未指定文化財は２,８２２件把握

概要 歴史文化の特性
１.鹽竈神社の文化と伝統建築

市街地の中央に鎮座する鹽竈神社は、古代から陸奥国一之宮として各時代の有力な
支配者に保護され、その信仰の深さと権力を示す社殿により、人々の心のよりどころ
となる歴史文化が創られた。

推進体制

２.古代以来の門前町と祭
古代より鹽竈神社の門前町として栄えてきた塩竈は、江戸時代、花街としての賑わ

いと、氏子が始めた様々な祭によって、活気にあふれた町民の歴史文化が生まれた。

３.海運と運河の港町
古代から東北有数の港町として栄えてきた塩竈は、江戸時代、寒風沢が江戸への廻

船の拠点港となり、運河で城下と結ばれ、藩主により港が庇護されたため、独特な物
流の歴史文化が形成された。

４.海の食文化と水産業のまち
松島湾に島々を有する塩竈は、古くから豊かな海の幸に恵まれ、塩づくりが行われ

てきた。また、江戸時代以降、水産物の流通基地として発展し、海の食に関連した歴
史文化が培われた。

５.名所と観光のまち
風光明媚な景勝地としての塩竈の名は、古代より和歌等の文学をとおして広く知ら

れ、特に江戸時代以降、鹽竈神社と松島観光の海の玄関口として大変賑わい、華やか
な観光の歴史文化が育まれた。

塩竈市、 近隣市町、 宮城県

市 民

所 有 者

団 体

専門機関

行 政

塩竈市民、 塩竈ゆかりの市民、 塩竈に興味がある市民等

神社、 寺院、 保存会、 自治会、 個人等

ＮＰＯ団体、 各種団体、 各種協議会、 企業等

専門家等、 主な大学等、 主な博物館等、 主な図書館等、 主な美術館等
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方向性

課 題

方 針

主 な
措 置

Ⅰ  豊かな歴史文化を
「みがく」

Ⅱ  未来へ
「つなぐ」

Ⅲ  魅力にあふれたまちを
「創る」

〇継続的・計画的な把握調査が必要
〇専門的な調査の担い手の確保が必要
〇市民協働による調査が必要
〇所有者との連携が必要
〇文化財を保存・管理する施設の整備が必要
〇文化財の指定・登録が必要
〇文化的景観の保全が必要
〇防災・防犯が必要

〇小中学校での主体的な郷土学習が必要

〇市民が歴史文化に関心を持つための機会が必要

〇市民への歴史文化の情報発信が必要

〇市民協働が必要

〇郷土芸能や伝統的な祭事の保存・継承が必要

〇歴史文化を創造する人材の育成が必要

〇歴史文化を生かした移住・定住の事業が必要

〇歴史文化を活用した観光振興が必要

〇歴史文化を生かした都市ブランドの確立が必要

〇歴史文化の広域連携が必要

〇継続的・計画的な把握調査を推進
〇専門的な調査の担い手の確保を推進
〇市民協働による調査を推進
〇所有者との連携を推進
〇文化財を保存・管理する施設の整備を推進
〇文化財の指定・登録を推進
〇文化的景観の保全を推進
〇防災・防犯を推進

〇小中学校での主体的な郷土学習を推進

〇市民が歴史文化に関心を持つための機会を推進

〇市民への歴史文化の情報発信を推進

〇市民協働を推進

〇郷土芸能や伝統的な祭事の保存・継承を推進

〇歴史文化を創造する人材の育成を推進

〇歴史文化を生かした移住・定住の事業を推進

〇歴史文化を活用した観光振興を推進

〇歴史文化を生かした都市ブランドの確立を推進

〇歴史文化の広域連携を推進

Ⅰ-2-11  防災・防犯施設等の整備
    
国・県の補助制度等を活用しながら防災・防犯
施設等を整備する。     
■所有者、行政 ■R9～13

Ⅲ-2-17  「日本三奇」の広域連携
    
｢日本三奇｣といわれる御釡神社の｢四口の神
釡｣の情報発信を広域連携で行う。

■所有者、団体、行政 ■R9～13 

防災施設等の整備（鹽竈神社） 塩竈学問所講座

Ⅱ-1-5  「塩竈学問所講座」の開催
 

市民向け歴史文化講演会「塩竈学問所講座」を
定期的に開催する。

■行政 ■R9～13 

｢日本三奇｣の広域連携（御釜神社「四口の神釜」）

目 標 豊かな歴史文化をみがき未来へつないで魅力にあふれたまちを創る
文化財の保存・活用に関する目標・課題・方針・措置

よん く しんかま



文化財保存活用区域
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文化財保存活用区域は、5つの歴史文化の特性を考慮しながら、歴史的に一つのまとまった区域としてみることのできるものを設定する。
鹽竈神社の門前町であり港町である「塩竈区域」は、奈良時代から現代までのそれぞれの関連する数多くの文化財が一群を成している。
「浦戸区域」は、特別名勝松島の保護地区に指定されており、美しい島々と自然が「特別名勝松島保存活用計画」によって保存・活用されている。

「塩竈区域」 「浦戸区域」
「塩竈区域」は、奈良時代から続く鹽竈神社の門前町であり、国府多賀城の
国府津に始まる東北有数の港まち、歌枕の景勝地であることから関連した文
化財が数多く残されている。

「浦戸区域」は、全域が特別名勝「松島」となっており、島々には数多くの
貝塚や製塩遺跡があり、有人4島に近世の交易などの歴史を物語る文化財が
残されている。

鹽竈神社
（国指定 建造物）

勝画楼
（市指定 建造物）

鹽竈神社の鹽竈ザクラ
（国指定 植物）

おくのほそ道の風景地
籬が島（国指定 名勝地）

旧塩竈市公民館
（市指定 建造物）

「浦戸区域」

松島
（国指定 名勝地）

桂島松崎神社本殿
（未指定 建造物）

桂島貝塚
（市指定 遺跡）

寒風沢造艦の碑
（市指定 書跡･典籍）

菜の花畑（仙台白菜）と
タブの森（未指定 植物）

弘安十年（1287）銘供養碑
（未指定 歴史資料）

まがき

「塩竈区域」
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文化財保存活用区域の例

「塩竈区域」は、奈良時代から続く鹽竈神社の門前町であり、国府多賀城の国府
津に始まる東北有数の港まち、歌枕の景勝地であることから関連した文化財が数多
く残されている。

〇｢塩竈区域｣の文化財を活用した観光振興が必要
〇文化財を展示するための施設整備が必要
〇｢塩竈区域｣の文化的景観の保全が必要
〇｢塩竈区域｣の歴史的建造物の保存・活用が必要
〇｢塩竈区域｣の芸能・祭事への支援が必要

〇｢塩竈区域｣の文化財を活用した観光振興を推進
〇文化財を展示するための施設整備を推進
〇｢塩竈区域｣の文化的景観の保全を推進
〇｢塩竈区域｣の歴史的建造物の保存・活用を推進
〇｢塩竈区域｣の芸能・祭事への支援を推進

課題

方針

主な
措置

帆手祭・花祭
（未指定 無形の民俗文化財）

丹六園店舗兼主屋
（国登録 建造物）

おくのほそ道の風景地 籬が島
（国指定 名勝地）

鹽竈神社からの眺望

まち歩きイベント

Ａ-1-2
参道・境内での
イベントの開催

Ａ-1-7
東参道（裏坂）下周辺の

観光拠点の整備

Ａ-2-1  
｢まちかど博物館｣

づくり

文化財のライトアップ
（しおがまさま神々の月灯り）

拠点施設の整備が検討
されている東参道下 まちかど博物館

「塩竈区域」

鹽竈神社
（国指定 建造物）

志波彦神社
（市指定 建造物）

勝画楼
（市指定 建造物）

「 し お が ま さ ま
神々の月灯り」など、
鹽竈神社の参道や境
内でのイベントを開
催する。

宮町庁舎跡地､旧亀
井邸や勝画楼など
の観光拠点及び駐
車場の整備､東参道
の改修を検討する。

所有者（老舗等）が
取り組んでいる「ま
ちかど博物館」づく
りを広める。

■団体、行政
■R9～13

■所有者、団体、行政
■R9～13

■所有者、行政
■R9～13
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